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政
令
第
三
百
十
号

道
路
交
通
法
施
行
令
及
び
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
六
十
四
条
第
三
項
、
第
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
百
三
条
第
七
項
及

び
第
百
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
二
中
「
第
六
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
三
項
及
び
第
六
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
六
第
一
号
の
表
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
六
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
」
に
改
め
、

「
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
又
は
」
を
削
り
、
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
七
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
九
号

」
に
、
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
五
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
又
は
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
三
号
」
に
、

「
第
百
十
七
条
の
四
第
三
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
号
」
に
、
「
第
百
十
七
条
の
四
第
二
号
」
を
「
第
百
十
七

条
の
二
の
二
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
の
表
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号
、
法
第
百
十
七



- 2 -

条
の
四
第
三
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
の
表
一
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
五
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
七
号
」
に
改
め

る
。第

三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号
の
罪
、
法
第
百
十
七
条
の
四
第
三

号
若
し
く
は
第
四
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
禁
錮
」
を
「
禁

こ

錮
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
第
五
号
」
を
「
、
第
三
号
若
し
く
は
第
七
号
」
に
改
め
、
「
、
法
第
百

十
七
条
の
四
第
二
号
」
を
削
る
。

第
三
十
九
条
の
四
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国

第
三
十
九
条
の
四
第
六
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

モ
ナ
コ
公
国

第
四
十
四
条
の
三
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
三
号
」
に
改
め
る
。
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酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）
、
過
労
運
転
等
又
は
共
同
危
険
行
為
等
禁
止
違
反

別
表
第
二
の
一
の
表
中

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
無
免
許
運
転

無
免
許
運
転
又
は
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
等

二
十
五
点

無
免
許
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）
、
過
労
運
転
等
又
は
共
同
危
険
行
為

二
十
三
点

を

禁
止
違
反

十
九
点

酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
等

等

二
十
五
点

に
改
め
る
。

十
九
点

別
表
第
二
の
備
考
の
一
の
２
及
び
３
中
「

か
ら

ま
で
」
を
「

か
ら

ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
４
及

114

123

113

122

び
５
を
削
り
、
３
を
４
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中
２
を
３
と
し
、

125

124

１
を
２
と
し
、
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

「
無
免
許
運
転
」
と
は
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。
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別
表
第
二
の
備
考
の
二
の
６
中
「
４
に
規
定
す
る
状
態
」
を
「
身
体
に
第
四
十
四
条
の
三
に
定
め
る
程
度
以
上
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
保
有
す
る
状
態
（
２
に
規
定
す
る
状
態
を
除
く
。
）
」
に
、
「

か
ら

ま
で
」
を
「

か
ら

ま
で
」
に
改
め
、

11

13

10

12

同
表
の
備
考
の
二
の
６
を
同
表
の
備
考
の
二
の
５
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
７
中
「
４
に
」
を
「
５
に
」
に
、
「

か
ら

14

ま
で
」
を
「

か
ら

ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
７
を
同
表
の
備
考
の
二
の
６
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

17

13

16

８
中
「
４
」
を
「
５
」
に
、
「

、

又
は

」
を
「

、

又
は

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
８
を
同
表
の
備
考

18

20

21

17

19

20

の
二
の
７
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の
９
中
「
４
に
」
を
「
５
に
」
に
、
「

か
ら

ま
で
、

か
ら

ま
で
又
は

か
ら

23

43

45

59

61

ま
で
」
を
「

か
ら

ま
で
、

か
ら

ま
で
又
は

か
ら

ま
で
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の
９
を
同
表
の
備
考

113

22

42

44

58

60

112

の
二
の
８
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「
４
に
」
を
「
５
に
」
に
、
「
４
及
び
６
か
ら
９
ま
で
」
を
「
５
か
ら
８
ま
で

10

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を
９
と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

10

11

20

10

19

21

15

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

14

21

20

22

42

21

41

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

43

19

18

43

42

44

43

45

44

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備

46

20

19

46

45

47

69

46

68

考
の
二
の

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

70

33

32

70

69

71

79

70

78
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同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま

80

44

43

80

79

81

88

80

87

で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

89

45

44

89

88

90

94

89

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

93

95

47

46

95

94

96

100

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

95

99

101

52

51

101

100

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

及
び

」
を
「

及
び

」
に
改
め
、
同
表
の
備

102

115

101

114

116

118

120

117

119

考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「

、

及
び

」
を
「

116

115

117

121

116

120

122

116

118

120

115

、

及
び

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
す
る
。

117

119

122

121

123

126

122

125

別
表
第
四
第
三
号
中
「
二
十
三
点
」
を
「
十
九
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
の
備
考
の
二
の
７
中
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
に
改
め
、
同
表
の

19

18

備
考
の
二
の
９
中
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の

44

43

12

中
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
の
二
の

中
「
別
表
第
二

43

42

14

の
備
考
の
二
の

」
を
「
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

」
に
改
め
る
。

80

79

（
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）
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第
二
条

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
表
第
二
十
六
条
の
六
第
一
号
の
項
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
六
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号

」
に
、
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
七
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
九
号
」
に
、
「
第
百
十
七
条
の
四
第
三
号
」
を

「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
六
条
の
六
第
二
号
の
項
中
「
第
百
十
七
条
の
四
第
三
号
」
を
「

第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五

年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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４

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
道
路
交
通
法
施
行
令
別
表
第
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。
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理

由

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
な
い
運
転
者
が
運
転
す
る
自
動
車

等
に
同
乗
す
る
行
為
の
禁
止
の
対
象
と
な
ら
な
い
自
動
車
を
定
め
る
と
と
も
に
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
又
は
モ
ナ
コ
公
国
の
行

政
庁
の
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
を
所
持
す
る
者
が
本
邦
に
お
い
て
当
該
運
転
免
許
証
で
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


